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された⼤気⼤循環モデル AFES (Ohfuchi et 
al. 2004) で計算した結果を⽤いた。このモ
デルは T79L56 で⽔平解像度は約 1.5°、
モデル上端は⾼度約 60km である。境界条
件として表 1 で⽰す 3 つを設定した。ここ
で Early(1979~1983 年)、Late(2005~2009
年)はそれぞれ 5 年平均の値を⽤いた。海⾯
⽔温と海氷の濃度は、NOAA の Optimum 
Interpolation Sea Surface Temperature と 
表 1  AFES で⽤いた境界条件 
 積分時間 海⾯⽔温 海氷の厚さ 
CNTL 60 年 Early Early 
NICE 60 年 Early Late 
GLBL 60 年 Late Late 
 
Sea-Ice Concentration を⽤いた。海氷境界
条件は、0%から 100%の海氷密接度を 0 か
ら 50cm の海氷厚に線形変換したものを⽤
いた。初期値は JRA-25 (Onogi et al. 2007)
のデータからの 1979 年 1 ⽉⽉平均値で、





 図 1(a)-(c)を⽐較すると、NICE では 1
⽉で⻄⾵が⼤きく減速していることがわか
る。また東⾵(値が負)は成層圏突然昇温の





















図 1 (a)-(c) 北緯 60 度、10hPa ⾯における帯状平均東⻄⾵の時間変化。縦軸は⾵速(m/s)で
正の値は⻄⾵、負は東⾵を表している。⿊線は⼀年ごと、⾚線は 60 年平均値であ。 
(d),(e) 北緯 60 度における帯状平均東⻄⾵の時間-⾼度断⾯図。縦軸は⾼度(hPa)。コンター
は 1m/s。15 ⽇移動平均をかけている。 
 



















図 2 100hPa における EP フラックス鉛直成分の時間緯度断⾯図。(a)-(c)は GLBL-CNTL、











3-2. EP フラックス鉛直成分 
 波の活動度に着⽬するために、EP フラッ
クスの鉛直成分を計算した。12 ⽉下旬から


































図 3 (a)-(c) 北緯 60 度におけるジオポテンシャル⾼度の帯状平均からのずれの経度-⾼度断
⾯図。12 ⽉ 16 ⽇~31 ⽇の 16 ⽇平均値。等値線間隔は 100m。(d),(e) それぞれ(a)と(b)、
(c)と(b)の差。等値線間隔は 20m。 
 
 (a)    GLBL-CNTL  500hPa 
 
 
                                                    
  (b)   NICE-CNTL   500hPa 
 
 
                                                     
図 4 (a),(b)500hPa ⾯における vʼTʼ(東⻄平
均からのずれ)の緯度-経度分布図。12 ⽉か
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